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要 旨

本学と友好協力協定を結ん で い る フ ィ ン ラ ン ド共和国の ラ ハ テ イ ･ ポリ テ ク ニ ッ ク に お い て産

学共同プ ロ ジ ェ クト に 関する視察調査を行 っ た｡ フ ィ ン ラ ン ドに おけ る教育制度の 特徴の 一 つ に,

高等教育棟閑と して
, 大学とは別に高等職業専門学校 ( ポリ テ ク ニ ッ ク) を置い て い る こ とが挙

げられ る. ポリ テ ク ニ ッ ク の教育は理論より実践 に 重きを置かれ, 大学教育と は
一 線を画し て い

る｡ 産業界や地域の ニ ー ズを捉え, 産学連携体制 のもとに教育が行われ , 現実の社会を強く意識

した教育内容で ある こ とが調査を通 し明らか に な っ た｡ 本稿は, 同校が取り範ん で い る産学共同

プ ロ ジ ェ ク ト の 実状を追 い なが ら, 大学教育 に おけ る実践教育の あり方に つ い て考察するもの で

あ る ｡

キ ー ワ ー ド : 実践教育, 産学共同, プ ロ ジ ェ ク トチ
ー ム

, 融合教育, 地域

1 . 産学共同プロジ ェ クトの形態

フ ィ ン ラ ン ドには現在, 高等教育機関として 20 の大学 (単科大学を含む) と 29 の ポリ テ ク ニ

ッ クが置かれて い る ｡ ラ ハ テ ィ 市にあるラ ハ テ イ ･ ポリテ ク ニ ッ ク は稔合的な高等職業専門学校

として デザイ ン学部をは じめ 9 つ の 学部
● 1

か ら構成されて い る ｡ 教育現場で は産業界の 要望 ,

地域社会の 問題 に対して積極的に関わり, その 教育内容は より実務的な実習を重視し大学数育と

の 違い を明確にして い る ｡ 各学部は産学共同プ ロ ジ ェ ク トを授業として取り入れ, 専門分野にお

ける職業意識 を学年の早い 段階から持た せ るとともに , 学内教育で は得る こ との できな い 社会性

を実感させ ようとして い る ｡

ラ ハ テ イ ･ ポ リテ ク ニ ッ ク の 本部に は産業界や地域社会との 連携を図るた め ｢ D y n a m o｣ と名

付けられた専門の 部局が設置されて い る ｡ D y n a m o に は専門の マ
ー

ケ テ イ ン グ
｡

マ ネ ー ジ ャ
ー と

呼ばれる磯貝が配置され, 窓口として応対して い る ｡ さらに , さまざまな研究調査, 企業か ら託

される新製品開発依頼など数多くの相談に対し, ク ライア ントの 要望を的確に判断するとともに ,

関係学部と教員に情報を提供する役目を担 っ て い る . 現在の教育組織
● 2

に なる以前から活動し

て い た D y n a m o は既 に 1 0 年以上 の 歴史を持ち, フ ィ ン ラ ン ド国内にお い て よく知られる存在に

な っ て い る . D y n am o で扱う産学共同プ ロ ジ ェ ク トに つ い て は後でくわ しく述 べ るが , その 内容

は, 学部間の連携と融合を円滑に運営で きるようなプ ロ ジ ェ ク トに仕立て る ことに最大の特徴を

持つ
｡

プ ロ ジ ェ ク トで は各学部 (現在参加して い る学部はデザイ ン
, 経営, 工学, 福祉 ･ 看護の 4 学

●

産業造形学科
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部｡) か ら学生を選抜し, プ ロ ジ ェ ク トの た め の チ ー ム を結成する
● 3

｡ 学生 はチ
ー ム 内にお い て

自分 の学んだ専門性を発揮する とともに, 通常の 授業で はあまり関わ る こ と の な い 異分野と の 融

合や複数 で行うチ
ー ム 作業 の重要性 をそ こ で 知る こ と に な る ｡

全学的な取り組み で ある D y n a m o プ ロ ジ ェ ク ト の ほ か に , 学部ごと独自に行う産学共 同プ ロ

ジ ェ ク トもある ｡ こう い っ た プ ロ ジ ェ ク トは課題 として , 高学年で ある 4 年生に よ っ て殆どの も

? が取り組まれ る . その 場合に は本部の D y n a m o 専門職月で はなく, 各学部内に置か れて い る

プ ロ ジ ェ ク ト担当の教員が窓口 として応対する構図に な っ て い る｡

l
~ ~ ~ ー ー
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図 1 産学共同 ( D y n a m o) プ ロ ジ ェ ク トの 流れ

連 壬生

成 果

図 2 デザイ ン学部 に お ける産学共同プ ロ ジ ェ クトの 流 れ
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2 . D y n a m o プロ ジ ェ ク トに つ い て

2 . 1 タイム テ
ー ブル

D y n a m o で扱う産学共同プ ロ ジ ェ ク トは年間 1 5 か ら 2 0 件に上る ｡ その 稔数は こ れ まで に 2 00

件を越える と い う｡ その 過程にお ける道のり は決して平坦なも の で はなか っ たようで, 広報活動,

運営方法の 工 夫な どさ ま ざま な努力 に よ っ て 築 き上 げて き たと い う こ と で あ っ た ｡ 現在 ,

D y n a m o プ ロ ジ ェ ク トは完全に教育プ ロ グラ ム の 中に組み込まれて おり, 2 年次の授業として毎

年実施されて い る . そ こ に参加す る学生 は年間 8 0 名以上
書 4

, 指導にあた る教貞は 20 名以上 に

上 ると い う｡

プ ロ ジ ェ ク ト の 運営は効率を考慮 して シ ス テ マ チ ッ ク に行わ れ , 春の テ
ー マ 公募か らス タ ー

ト

す る ｡ さま ざまな企業に対 して D y n a m o に関する資料を送り, 取り組ん で ほ し い 研 究や 開発テ

ー

マ を募る の で ある｡ 事務局は集ま っ た もの の 中か らプ ロ ジ ェ ク トを選考 し, 秋か ら始ま る新学

期に向けて各学部との 調整を行う｡ そ して新学期が始ま るとすぐに ､ 選ばれ た複数の プ ロ ジ ェ ク

トが学生に対し示され る ｡ それぞれ の チ
ー ム メ ン バ ー

はすで に教員間で練られて おり, プ ロ ジ ェ

ク トと併せ て学 生 の割り振りも発表さ れる ｡ 教員 は学生 の通性やそれま で に取り組ん だ課題か ら

判断し, 事前に チ
ー ム 編成を行うの で ある ｡ 学生 は割り振 られた テ ー マ 内容か ら, 時と して , ほ

かの プ ロ ジ ェ ク ト ヘ の移動を教員に申し出る こ とがあると いう ｡ こ の 場合 , 学生 の 希望 も聞きな

が ら, 調整がうまく付けば申し出を了泉する柔軟な対応を行 っ て い る ｡ メ ン バ ー

が確定した後,

それ ぞれ の 課題 に対 し, チ ー ム は約半年後の 成果発表に向けて プ ロ ジ ェ ク トの 実作業に入 っ て い

く の である ｡

成果発表会の 際 に は, 4
,
00 0 通余り の案内状を全 国に向けて発信す る ｡ プ ロ ジ ェ ク トを依頼し

た企業はもちろ ん の こと , さまざまな関連企業, 報道関係が招待さ れる ｡ そ こ で の発表会は学生

によ る プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン が行われ, 大々 的なイ ベ ン トになると いう . しか し, 新製品な ど の プ

ロ ジ ェ ク トで は, 企業秘密に 関わ る情報に触れる ため にすぐには外部公表で きな い もの もあり,

こ の ような場合, 企業の東諾なしに発表をしな い と い うことであ っ た ｡

2 . 2 プロ ジェ ク トチ ー ム の意味

全学的に取り組まれて い る D y n a m o プ ロ ジ ェ ク トは 2 年次に行わ れる こ とは先に述 べ た ｡ こ

こでもう少しくわしく,
こ の ことに つ い て触れて みた い ｡

ラ ハ テ イ
･ ポリ テク ニ ッ ク の 各学部における教育プ ロ グ ラ ム は専門性が重視され , 専門職業人

を育成する ため の 授業が組まれて い る ｡ 実際の社会を想定し,
4 年間を通 してみ っ ちりと専門分

野の教育を受ける の で ある ｡ 以前は あまり 一 つ の 分野 に特化せず, 広く浅い 教育を行 っ て い た時

期もあ っ たと いうが , 現在で は専門に放り込む方向で授業が行われ て い ると いう｡ こ の ような形

に変わ っ て きた 理由は ,

一 つ に現実の 企業形態に ある の だ と い う｡ 企業 ニ ー ズ が何で もで きる

｢ オ
ー ル マ イテ ィ｣ な人材とは別に, より専門分野 に特化した ｢ ス ペ シ ャ リ ス ト｣ を望 む傾向が

現れて きた こ とにある ｡ 異分野の ス ペ シ ャ リス トがチ
ー ム を組むことによ っ て , 仕事の領域に広

がりが生まれ , 新た な発想にも繋が る｡ こ の ようなことがス ペ シ ャ リ ス トを望む 一 つ の 要因で あ

る と考える ｡

で は, 専門に関連する周辺領域 に つ い ては どの ような形で教育して い る の だろうか ｡ 調査を通

じ, ラ ハ テ イ ･ ポ リ テク ニ ッ ク で は周辺領域の 知識を重要なも の として捉えて い る こ とがわか っ
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た｡ 工 学部の 学生 は機械設備を設計する際に , 生産する製品をデザイ ン的な視点から理解する必

要がある｡ デザイ ン学部の 学生 は提案する製品の カ タチだけを追求する の で はなく,
マ ー ケテ イ

ン グ の 立場か ら製 品を創造す る こ とが求め られ る ｡ 経営学部 の学生 は商品展開にお い て マ ー ケ テ

ィ ン グリサ ー チだけで なく, カタチの美しさ ･ 魅力も商品を つ くる上で重要なこ とだと知る べ き

で ある ｡ 授業の中で周辺領域 の必要性を説明するとともに , 周辺 の 知識が自分の 専門に厚み をも

た らすこ とを学生 に認識させ る の だと いう ｡ しか し, すべ て を身に付けさせ る教育は行 っ て い な

い ｡ あくまで も理解の 範囲に留まり , 周辺領域 は専門教育を補うもの として教育され て い るo

こ の ような背景の もとに, D ym am o プ ロ ジ ェ ク トでは学部間の垣根が取り払わ れ, 異分野 の融

合を促進する仕掛けとして , 各学部か ら選抜された 学生 の チ
ー ム が結成され る の である o こ の よ

うな連携は学生 間だけで なく, 指導する教員の融合も同時に 図 っ て い ると い う｡

また, プ ロ ジ ェ ク トを実施する時期もきわめ て 重要で ある ｡ 2 年次に D y n a m o プ ロ ジ ェ ク ト

を行うと い うこ t
.

の意味は , より専門教育に特化する高学年の 前に･ 周辺領域 の重要性を認識さ

せ る こ とにある の だ と いう｡ そして チ
ー ム 作業の経験を通 して , 異分野と の 交流を推進させ る こ

と も狙 い の 一 つ だと い うの で ある｡ それに対 し高学年で扱うプ ロ ジ ェ ク ト課題 は
, 学部単独で取

り組まれ る こ と が多 い ｡ デザイ ン学部で は ク リ エ イ テ ィ プ な作業の み を行い , マ
ー

ケ ッ トリサ ー

チ など の 周辺情報は , 依頼し て きた企業に求め る こ とで補 っ て い くと い う｡ 対応する学生は 2 年

次 の チ ー ム作業を経験 した こ とで , 自分た ちの役割を し っ か りと把握で き, 企業と の連携を円滑

に進め る こ とが できる ｡ こう い っ た時間軸にお い て も巧妙な仕掛けがなされ , 効果をより大きく

する工 夫が見られる ｡

2 . 3 契約と経費

プ ロ ジ ェ ク トを進め る過程にお い て , 調査や 試作, 実験な どの 開発費用 は必要で , 当然なが ら

さまざまな経費が発生する ｡ D y n a m o プ ロ ジ ェ ク トも含め ラ ハ テ イ ･ ポリ テク ニ ッ クで受けるプ

ロ ジ ェ ク トの大半は企業と契約を交わし, 有償で請け負 っ て い る . D y n am o プ ロ ジ ェ ク トの 規約

で は , 1 プ ロ ジ ェ ク トの 価格は 5
,
0 0 0 - 5 0 ,0 0 0 フ ィ ン ラ ン ド ･ マ ル カ (調査当時

● 5
の レ ー トに

換算する と, 約 95 ,00 0
- 95 0

,
000 円) と設定されて い る ｡ プ ロ ジ ェ ク トの価格には大 きな幅があ

る が , プ ロ ジ ェ ク トの内容, 仕事量の 大 きさな どか らク ライ ア ン トで ある企業との話 し合 い の 中

で決め られ る ｡

教 育機関と い う立場上 , ラ ハ テ イ
･

ポ リ テ ク

ニ ッ クで は企業か ら支払われ るお金 の 殆 ど は奨

学寄付金 と して扱 わ れ る ｡ そ して , プ ロ ジ ェ ク

ト遂行に か か っ た直接経費を差 し引 い た 残額が

学校 に納ま る シ ス テ ム で も っ て会計処理 が行わ

れて い る｡

また , プ ロ ジ ェ ク トを実行した学生 へ の 手当

も考えられ て おり, 教貞に よ っ て 年間の プ ロ ジ

ェ ク トの 中か ら優秀 な成果 を納め た 3 点が選抜

さ れ , その プ ロ ジ ェ ク トチ ー ム に対し, 学校か 図 3 プ ロ ジ ェ クトで得た奨学寄附金 に よ っ て

ら 2 0
.
0 00 マ ル カ (約 3 80 ,

0 0 0 円) の 賞金 が贈ら 整えられたデザイ ン学部の木材カロエ機械

れ る ｡ こ の よう な賞金制度は プ ロ ジ ェ ク トを実
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行する学生に と っ ては励み に なり, よ い 結果 に繋が っ て い る と い う｡ プ ロ ジ ェ ク トを直接指導す

る教月に特別な手当は な い が , 学校に入 っ たお金 は学内の設備等 (図 3 ) に充て られ ると いうこ

とで あ っ た｡

2 . 4 権利と守秘義務

プ ロ ジ ェ ク トで創出した デザイ ン や アイ デ ア の 帰属は どこ にある の であろうか ｡ 企業と連携す

る際には , 当然押さえて おかなけれ ばならな い 重要な問題 である ｡ ラ ハ テ イ
･

ポ リ テク ニ ッ ク の

場合, 学校を通 し依頼された プ ロ ジ ェ ク トに関 して , 開発 した新製品にか か る工業所有権と い っ

た 諸権利 はすべ て企業側 に属する と い う
● 6

｡ 製品が商品として市場に出回り, 評判よく売れた

と して も,
い わ ゆる ロ イ ヤ リテ ィ な どは

一 切発生しな い c こ の ような場合, デ ザイ ン した学生に

残され た権利 は , デザイ ン した事実を表明で きると いうもの に限られ る｡ ただし, こ の場合で も

い くつ か の制約が課せ られる｡

一

つ 目は学校の プロ ジ ェ ク トで行 っ たと いう こ とを併せて 表明し

なければ ならな い と い う点である ｡ 仕事は学校側が時間と費用 をか けて獲得して きた こ とか ら,

学生自身の作品集を作成する場合 で も必ずその 明記が求め られ る｡ 二 つ 目は企業に対 して の 守秘

義務を守らなけれ ばならな い と い う点である ｡ 新商品 の 市場投入 は , タイミ ン グを見極め る こ と

が商品戦略上重要なこととなる ｡ デザイ ン を受け取 っ た企業はすぐに商品化するとは限らず,
こ

の場合で も企業に泉諾がなけれ ば表明できな い ｡ こ の 二 点を守れ ば, 学生は い つ で もデ ザイ ン し

たことを提示で きると い うことである ｡

2 . 5 評価

D y n a m o プ ロ ジ ェ ク トは授業として行 っ て い るた め , 学校は履修単位として 3 単位
● 7

を学生

に用意して い る ｡ 学生 に対する成績評価は プ ロ ジ ェ ク ト の 進行過程と最終浸出物の 両側面か ら判

断される ｡

プ ロ ジ ェ ク トの運 び方, 実践処理能力などに関しては 主に担当した教月が採点をす る. 多くの

場合, プ ロ ジ ェ ク トごとに 3 な い し 4 名の担当教員が連携して指導にあた るた め , 話し合 い を通

して採点さ れ る｡ また , プ ロ ジ ェ ク トで は必ず調査内容, 捷案に関する
一

連 の レ ポ
-

･ト投出が義

務づ けられており, 提出された レ ポ ー トの内容も大きな評価ポイ ン トとな っ て い る ｡

一 方, 実際 に仕上が っ た製品そ の もの へ の評価は , 教員の み ならず企業も参加した中で行わ れ ,

持ち点の 配分が教員 6 , 企業 4 と い う条件で採点され る ｡ 企業側か らは製造 に適して い るか , ま

た要望通りの もの に仕上が っ て い るかな ど, 現実的な視点から採点され, 社会性を待 っ た評価が

行われる ｡

2 . 6 プロ ジェ ク ト事例

こ こ で , 具体的なプ ロ ジ ェ ク ト事例を紹介してみ た い ｡

ウ イ ン タ ー ス ポ ー ツ が盛ん なフ ィ ン ラ ン ドで は, ス キ
ー

の 国内競技の み ならず世界選手権な ど

国際大会が数多く開催されて い る｡ ラ ハ テ ィ 市には フ ィ ン ラ ン ド国内で 最も充実した ノ ル デ ィ ッ

ク ス キ
ー

施設( 3 つ の ジ ャ ン プ台と全長 1 00 k m にも及ぶ ク ロ ス カ ン トリ ー ス キ ー

コ
ー ス) があり,

ス キ ー 競技 の 街として よく知られ て い る ｡ その大 きなジ ャ ン プ台は ラ ハ テ ィ 市に と っ て ラ ン ド マ

ー

ク的存在で もある｡

2 001 年に ラ ハ テ ィ 市で 開催された ス キ ー

マ ラ ソ ン選手権で は, 大会を主催する フ ィ ン ラ ン ド
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ク ロ ス カ ン トリ
ー ス キ

ー

協会か ら D y n a m o に対 し大会運営に 関す るさま ざまな協力要請が なさ

れた ｡ プロ ジ ェ ク トの依頼内容は大会の 新し い イメ ー ジ の 創出･ 大会会場の サ イ ン計画 ･ 救護サ

ー ビ ス
, 運営プ ラ ン の作 成な ど多岐に わた り, 最終的に 2 0 項目に も及 ぶ プ ロ ジ ェ ク トが実行に

移され た ｡

デザイ ン学部の学生 は視覚的なデザイ ン計画を, 福祉 ･ 看護学部の 学生 は選手の安全管理か ら

救護 ･ 支援シス テ ム の構築を, 経営学部の学生 は ス ポ ン サ ー

獲得の た め の プ ラ ン策定な どそれぞ

れ の専門領域 の 仕事を分担し, また情報交換を行い ながら,

一

つ の プロ ジ ェ ク ト の 中で大会を作

りあげて い っ た ｡

こ の プ ロ ジ ェ ク トは, 地域 の特性と学校が持つ 人的資産がうまく マ ッ チ ン グ した事例 の
一

つ で ･

｢地域 に根ざした教育 ･ 研究機開の あり方｣ と いう視点か ら見ると ,

そ の他の プ ロ ジ ェ ク ト事例 と し て 次の ようなも

の が行わ れて きた ｡

･ パ ン の 新し い 形と その パ ッ ケ
ー

ジ デザイ ン Q

･ 障害を持つ 子供の為の 安全な雪上車の 開発o

･ 医療 ･ 介護用 品 の 開発｡

･ 幼稚園に置く家具 の デザイ ン ○

･ 子供の 自宅介護に つ い て の ビデ オ制作｡

･ 液体洗剤の パ ッ ケ ー ジデザイ ン ( 図 4 ) 0

. バ ス の シ
ー トと運転席周りの 内装デザイ ン

( 図 5 , 図 6 ) 0

そ の 意味が大き い と考える｡

図 4 液体洗剤の J i
.

ッ ケ
ー ジデザイ ン

産学共同プ ロ ジ ェ ク トで扱うテ ー マ が 日常の 生活に密着 して おり, 今日的な社会問題にも取り組

んで い る点が , こ れ らの 事例か ら読み とる こ とがで きる o

図 5 バ ス会社 に提案された内装の デザイ ン 国 6 実際に 製造 されたバ ス の 内装

3 . 地域社会 との繋がり

総人口約 52 0 万人 の フ ィ ン ラ ン ドで は 7 6 % の 人 々 が点在した都市部や 町に , 残り の 2 4 % が農

村地域 に住んで おり, 広い 国土に対し人口密度が 1 平方キ ロ あた り 17 人と か なり低く
● 8

o した

が っ て自ずと行政サ ー ビ ス などは地方自治体主導で行われるo さらに周辺地域の 自治体と連携を
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取る こ とで社会 ･ 福祉サ ー ビス を充実したもの にしてきた ｡

フ ィ ン ラ ン ド国民はそ れぞれ地域 の保健所に登録され てお り, 例えば, 風邪をひ い た場合まず

地域 の 保健所に出向き, そ してそこ か ら地域 の 病院に送られる と い う｡ 福祉 ･ 看護学部の 隣に セ

ン タ ー 病院が あり , 周辺 1 3 市町村を管轄する病院として , 福祉 ･ 看護学部自体は保健所として

の役割を担 っ て い る ｡

こうした社会基盤を背景として , 福祉 ･ 看護学部で は看護士 ･ 理学療法士 ･ 社会福祉士の 育成

にあた るほか , 地域 に対して健康に関するさまざまなサ ー ビス の 提供を行 っ て い る ｡ こ こ でも教

育内容は実践授業に重きが置かれ , さまざまなプ ロ グ ラ ム が授業として用意され て い る ｡

現在, 福祉 ･ 看護学部で は個人 の 健康から地域全体の健康管理まで領域 を広げ, 地域住民を対

象と した健康診断の 実施, リ ハ ビリ テ
ー

シ ョ ン の指導な ど約 3 0 項目にわ た るサ
ー ビ ス を外部に

対し行 っ て い る｡ こ れ らの サ ー ビ ス は実習授業と して取り組む ことから, 実施する にあたり内容

を綿密に検討し, その 仕事量に応 じた単位数がサ ー ビス ごと に決め られ る｡ サ
ー ビ ス はあくまで

も授業と いう立場か ら学生単独で行わず, 教員が必ず付き添うと い う｡ こ の 点が 一 般の 診療所と

異なる と こ ろ で ある ｡ しか し, 学生で あ っ て も提供するサ ー ビ ス の 内容は十分なレ ベ ル にあり ,

きめ細や かな対応や 十分に時間をか ける こ とができる の で患者から好評を得て い るとの こ とで あ

る｡

しか し, 外部サ ー ビス を授業で行う難しさも問題として ある｡ 例えば, プ ライ バ シ ー

に関わ る

個人情報な ど の 管理や , 患者に対する責任 の 所

在を ど の ように扱うか ,
と い う問題で あ る. 忠

者に対 して の 責任 はサ
ー ビ ス を行 っ た 学生が負

わ なけれ ば ならな い と い う ｡ 学校側 の 説明に よ

ると , 教員は学生 に対する教育に つ い て の み責

任を負うの だと い う｡ 授業とは い え現実的な内

容で , 学生は真剣に取り組まなければ ならな い
o

こ れ か らめ課題 と して は, 福祉と看護と い う

学部の 立場を明確に示 しなが ら, チ
ー ム の

一

月

として 産学共同 プ ロ ジ ェ ク トな どで 車椅子や福 図 7 福祉 ･ 看護学部の ト レ ー ニ ングル ー ム は

祉機器 の 開発 に 関わ り, 社 会に貢献して い きた

い と い うこ と であ っ た ｡

4 . 企業から見た産学共同プロ ジェ ク ト

学外者でも有料で使用 する こ とができる

こ こ で, 企業側 か ら見た産学共同プ ロ ジ ェ ク トに つ い て記述 してみ た い ｡

人口約 1 0 万人 の ラ ハ テ ィ 市で は林業お よ び製材業が盛ん なこ とか ら, 基幹産業の
一 つ として

家具製造業が挙げられる ｡ 家具 メ
ー

カ
ー

の 多くは産学共同プ ロ ジ ェ ク トを活用 し, ラ ハ テ イ
･

ポ

リテ ク ニ ッ クと連携を取りなが ら, 新商品の デザイ ン や新素材開発な ど の依頼を行 っ て い る ｡ 市

内に本社を置くエ ル テ ライ ン社もその 中の 一

つ で ある｡ 従業月数13 0 名を超える エ ル テライ ン社

は フ ィ ン ラ ン ド国内最大手の 注文家具メ
ー

カ
ー として , 豪華客船の客室内装, 図書館の 家具設備,

ホ テ ル の 内装な どを主な業務として手掛けて い る ｡ 環境 へ 配慮 した商品は品質が高い と評判で ,

その 顧客に は ハ イ ク ラ ス の ホ テ ル が名を連 ねて い る ｡
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ェ ル テ ライ ン社内には自社商品を開発するた め の デザイ ン企画室は置かれず, 設計は外部に発

注する業務形態を取 っ て い る. 営業担当者の 説明に よれば, 企業経営上, 社内に デザイ ン部門を

開 設す る こ と の メ リ ッ トはあ まり なく
,

今後 も こ の 形態 は変わ ら な い で あろ うと い う こ と で あ っ

た ｡

ェ ル テ ライ ン社 が産学共同プ ロ ジ ェ ク トと して依頼 した過去 の 事例 と して , デ ザイ ン学部に対

して は図書館に設置するキャ ビネ ッ トの デザイ ン 開発, 工学部に対して は客船 の ドアを想定した

軽量 で耐火性の 高い 新素材開発などが挙げられ る｡ 開発依頼はすべ て商品化を前提とした もの な

の で , ｢自社の 生産設備 に見合 っ た デザイ ン で ある こ と｣ , ｢ ユ
ー ザ ー を意識 した商品で ある こ と｣

と い うような開発条件が企業か ら学校側 に示 さ れた ｡ こ れ ら の条件を満たすため , 学生は デ ス ク

ワ
ー

ク だけに とどまらず, 社内の 製造技術者とともに連携を取りなが らプ ロ ジ ェ ク トを進め て い

く｡ プ ロ ジ ェ ク トが進行する過程にお い て , 学生は実際の 生産現場を知り , 企業は若い 柔軟な発

想を見る機会が生まれ , 相互 にと っ て の メ リ ッ トが生 じる ｡

こ の ようなプ ロ ジ ェ ク トを通 じて知り合 っ た学生をそ の まま就職させ た実弟もあ る｡ 調査当時

の状況で は生産設備の 開発部門に 5 名, 製造部門に 4 名の 卒業生 が正社員として働い て い た ｡ そ

の他に ア ル バ イ トの 学生が常時出入り して い る と い う｡ 企業か ら して み る と, 産学共同プロ ジ ェ

ク トは仕事の で きる学生を確保す る機会とも い える｡

5 . 実践教育の考察

ラ ハ テ イ
･ ポ リテ ク ニ ッ クお ける産学共同プ ロ ジ ェ クトの 調査を通 じて , プ ロ ジ ェ ク トを核と

し, 企業 ･ 学生 ･ 教育棟閲が三位
一

体となり融合する ことで , さまざまな場面で有益な効果をも

た らして い る こ とが分か っ た ｡

①企業は社会経験の な い 学生 から, 柔軟で斬新なアイデ ア を得られると同時に , 優秀な人材を

獲得する機会を持つ ことがで きる ｡ ②学生は企業との 連携の 中で事業実態を知り, 理論に加えて

実践 を体験できる とともに , 企業で の実際的なテク ニ ッ ク を垣間見る こ とがで きる . ③教育棟関

は企業や地域 の ニ
ー ズ

, 製品開発 の 最新情報を把撞する ことに より, 実社会か らの 遊離を防ぐこ

とが できる ｡ そ して , プ ロ ジ ェ ク トが学枚の大 きな宣伝材料となり, 優秀な学生獲得に も繋が っ

て い る ｡
こ の ような連携は相乗効果を生み だし, それがまた好循環を もた らして い る の であ る ｡

また , 企業や 地域社会か ら の要望を受け入れ る シ ス テ ム化さ れた体制が非常に大 きなポイ ン トで ,

こ の こ とが学内外を繋ぐ仕掛けと してうまく機能 して い る こ と が理解で きる ｡

高岡短期大学にお い ても, 産学共 同プ ロ ジ ェ ク トや実践的な授業は こ れ まで にも積極 的に行わ

れて きた｡ 地元 の 保育園と連携を取りながら行 っ た ｢ 5 才児の た め の 椅子の 制作｣
書 9

や 大学側

が ク ライア ン トとなり実現した ｢ 談話室の 家具制作｣
● 10

と い っ た プ ロ ジ ェ ク トなどは , 授業を

より実践的に行 っ た例として挙げられるが, 全学をあげて組織的に行われた例はな い ｡

ラ ハ テ イ ･ ポリ テ ク ニ ッ ク と本学を比較すると
, 運営方法, カリ キ ュ ラ ム な どは異な っ て い て

ち, い ろ い ろ な面で共通項も見られ る｡ 多様な専門分野で構成された組織, 専門知識 と技術を習

得する ため に構成さ れた授業や教育環境, これらは非常に似た点と い えよう｡ また , 地域 の 産業

に日を向けてみ て も, 高岡市には
, 高岡銅器 ･ 漆器 と い っ た伝統的工芸産業をは じめ大規模なア

ル ミ産業な どが基幹産業と して存在する ｡ 関連する周辺 の事業所も数多く, その 業種は多岐にわ

た っ て い る｡ こ れ ら地域 の 産業は近年の 不況,
ユ ー ザ ー

の ライフ ス タイ ル の変化な どにより製品
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出荷額が軒並み減 っ て おり, 活性化に繋が る対策が必要であ る｡

地域 の 問題を親身に な っ て考え, 問題点を探り出し, 大学の 持つ 人的資産と地域 の 産業をうま

く結び付ける ことで , 新たな産業の創出や 地域 の発展に繋がり, 魅力的なまちづくり ･ 特色の あ

る大学 へ と展開する可能性がある ｡ 地域 へ の 貢献 ･ 社会との連携が本学にお い ても重要な役割と

な っ て い る今日･ 産学共同を推進させ るた め の支援シス テ ム を組織化する こ とは もちろ ん の こ と
,

全学的に取り組むような ｢ 共通 プ ロ ジ ェ ク ト課題｣ と い っ た連携授業の かJ キ ュ ラ ム 化など, 産

学連携の 仕組み づくりを構築する必要 があると考える ｡
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注釈

* 1 ラ ハ テ イ
･ ポリ テ ク ニ ッ ク は デ ザイ ン , 経営, 工学, 福祉 ･ 看護, ス ポ

ー

ツ, 音楽, 美術 , 地域介

護, 観光 ･ 接客の 9 学部 で構成され て い る ｡

* 2 フ ィ ン ラ ン ド国内の教育改革により, 高等職業専門学校は職業専門学校より昇格 し, 学士取得可能
な高等教育機関と して変革した｡ ラ ハ テ イ

･ ポリ テ ク ニ ッ ク は 1 9 9 1 年の秋から ス タ ー

トし て い る ｡

* 3 企業の要望内容に よ っ て は, 4 学部以外の教員 ･ 学生 に産学共同プ ロ ジ ェ ク トを依頼す る こ ともあ

ると い う｡

* 4 参加学部で は殆 どの 学生 が D y n a m o プ ロ ジ ェ クトを履修するが , 極まれ に履修しな い 学生が い ると

い う｡ そ の学生 に対して は別の プ ロ グ ラ ム を用意する こ と で対処して い る ｡

* 5 2 0 01 年 1 2 月 に行 っ た視察調査時点 で の レ
｢ トo 1 フ ィ ン ラ ン ド

･

マ ル カ は約 1 9 円 ｡

* 6 産学共同プ ロ ジ ェ ク ト以外にも, 学生 は積極的に企業と連携をと る ｡ こ の ような独自 に行われたプ

ロ ジ ェ ク ト に関して は, 報酬や諸権利と い っ た事柄に つ い て学校は関与しな い と い う ｡

* 7 ラ ハ テ イ ･ ポリ テ ク ニ ッ ク で は約 4 0 時間の授業を 1 単位 ( 1 ク レ ジ ッ り として い るo 学士取得に

必要な単位は各学部で異なるが , 1 4 0 から 1 8 0 ク レ ジ ッ トが必要とされ て い る ｡ デザイ ン 学部にお

い て は 1 6 0 ク レ ジ ッ トが学士取得に必要 である｡

* 8 日本の人口密度3 4 0 人/ kni (稔務庁による国勢調査報告 : 平成 1 2 年) と比 べ ると い かに フ ィ ン ラ ン

ドの 人 口密度が低 い かが分かる｡

* 9 ｢ 指物法｣ (平成 9 年度
,

産業工 芸学科木材工芸専攻) の 実習授業で行われたもの で
, 富山県小杉町

にあ る保育園 の 協力の もとに椅子 の 制作を行 っ た｡ 制作 に あたり
, 対象となる 5 歳児の い る保育園

に 出向き , 園児の 行動観察をするとともに保育士から の 聞き取りを行 っ た｡ こ れら の調査をもと に

学生各 々 が アイ デ ア を展 開 し椅子 の 制作を した｡

* 1 0 ｢ 木材工芸演習 ･ 金属工芸演習｣ (平成 1 5 年度, 専攻科産業造形専攻) の 実習授業で行われたもの

で ･ 高岡短期大学内の 談話室 に おける家具の 制作依頼を大学側から受け, 椅子 の制作を行 っ た｡ 限

られた予算 ･ 期限と い う条件 の もとに
, 設置空間の 利用状況な どを考慮 しなが ら, 8 名の学生が チ

ー ム で 実際に設置する椅子 の 設計 ･ 制作をした｡
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産学 共同プ ロ ジェ ク トに おけ る実践教育 に つ い て の考察

A st u d y o f p r a c ti c al e d u c a ti o n in th e c o o p e r a ti o n

b et w e e n i n d u st r y an d u n i v e r sity .

1

A c a s e of b 血ti P ob Tt e C h ni c .

-

H i r ot a k a N A I T O

A B S TT u m

I e x a mi n e d th e c o o p e r a ti o n p r oj e ct s b et w e e n in d u s b y an d u n iv e r sity at I A h ti P olyt e c lm i c
,

w h i ch

h a s 出e n dly r el a ti o n s wi th T ak a o k a N a ti o n al C olle g e . l n Fin l an d
,
th e r e ar e t w o s e ct o r s of hi gh e r

e d u c a ti o n; un iv e r si也e s a n d p olyt e c h ni c s . TY lis i s o n e of th e ch ar a ct e ri s也c s of Fi n n i sh ed u c a ti o n

sy st e m . 刀l e e d u c a 也o n o f I . a h ti P olyt e c h ni c pl a c e s g r e at e r i m p o rt an c e o n p r a c 也c e th an th e o ry . It

m ak e s it cle a rly diffe r e n t 血
･

o m th e u mi v e r sity e d u c a也o n . As a r e s ult of th is s t u dy , it b e c am e cl e ar

th at s u c h ed u c a 也o n al sy st e m s of I . ah ti
'

s ar e ar r an g e d t o r e sp o n d t o an d fo 1l o w th e d e m an d an d th e

d e v el o p m e n t of b u si n e s s a n d i n d u s t r y . n e p u r p o s e o f t h e p r e s e n t p a p e r i s t o r e s e a r c h th e

m et h o d o f t h e p r a cti c al e d u c ati o n i n t h e u ni v e r sity b y st u d yi n g th e a ct u al sit u ati o n o f th e

c o o p e r a ti o n p r oj e ct s .

E E γ W O R D S

p r a c ti c al ed u c a ti o n
,
i n d u s b y

- u n iv e r sit y c o o p e r ati o n
, p r oj e ct t e a m

,
fu si o n e d u c a ti o n

,
r e gi o n
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